
平成 23年 1月 7日

各位

厚生労働科学研究費補助金

(成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業)

「望まない妊娠防止に関する総合的研究」班

分担研究者 北村邦夫 (社団法人日本家族計画協会家族計画研究センター所長 )

「第 5回男女 の生活 と意識 に関す る調査 」結果報告会 について

冠省 平成 22年度厚生労働科学研究班の一環として実施いたしました、「第 5
回男女の生活 と意識に関する調査」の結果がまとまりましたのでご報告いたし

ます。

本調査は、個人のプライバシーに十分留意しつつ、層化二段無作為抽出法と

い う調査手法を用い、平成 22年 9月 1日 現在満 16～ 49歳の国民男女個人 3,000
人を対象として行われたものです。住民基本台帳閲覧の許可を受けた上で、150

地点から 20名余の対象者を抽出。平成 22年 9月 11日 (土)～ 9月 28日 (火 )
に、調査員による訪問・留置・回収とい う形で調査が行われました。その結果、

長期不在、転居、住居不明によって調査票を手渡すことができなかったものを

除く2,693人のうち有効回答数は 1,540人 (男性 671名、女性 869名 )、 回収率

は 57.2%と なっております。その内容は、 (1)日 常生活や考え方について、 (2)

性の意識や知識について、 (3)対象者 自身の性行動について、 (4)初めてのセッ

クス (性交渉)について、 (5)現在の避妊の状況について、 (6)予期 しない妊娠
の防止について、 (7)子宮頸がん予防ワクチンについて、 (8)人工妊娠中絶につ

いて、 (9)虐待された経験など、わが国における性や避妊、妊娠、中絶などに関

する男女の意識や行動を中心とした様々な倶1面からの調査となっております。

調査を担当した側 といたしましては、できれば、おひとりおひとりに丁寧に

ご説明させていただきたいと考えてお りましたが、時間的に困難ですので、そ

れならば別紙の通 り報告会を開催 してしまおうとなったわけです。公私ともに

ご多忙の折であることは重々承知してお りますが、是非ともご出席いただき、

調査結果について共有できますれば幸いです。 早 々



厚生労働科学研究費補助金 (成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業)

「望まない妊娠防止に関する総合的研究J班

「第 5回男女の生活と意識に関する調査」

結果報告会

分担研究者 北村邦夫 ((社)日 本家族計画協会家族計画研究センター所長 )

日 時 平成 23年 1月 12日 (水曜日) 午後 3時から

場 所 保健会館新館地下 1階会議室

〒162-0843 新宿区市谷田町 1-10 保健会館新館

TEL  03-3235-2694  FAX  03-3269-6294

(JR市ヶ谷駅から徒歩 3分。有楽町線、南北線の場合、 6、 7番出国の間のエ

レベーターで地上に上がると保健会館新館正面に出ます)

報告会次第

1.調 査結果の報告

2.質 疑応答

当日は、報告書概要版 (コ ピー)と pOWerpoint作成資料をご用意

させていただきます。

会場の関係から、先着 50名までとさせていただきます。ご容赦下

さい。その準備の都合上、ご出席の有無を 1月 11日 までにお寄せ

頂きますれば幸いです。



送有「 FAX塚魯ザ計   03-3269-6294
((付L)日 本家族計画協会クリニック 杉村/北村 宛 )

FAX回答

平成 23年 1月 12日 (水)午後 3時から、東京都新宿区

市谷田町 1-10、 保健会館新館地下 1階会議室で開催される

「第 5回男女の生活と意識に関する調査結果報告会」に、

出席する

欠席する

氏名

所属



「第 5回男女の生活と意識に関する調査」結果 (速報 )

査は、国民男女の生活と意識について知る目的で行われました
望まない妊娠を防 lLするには様々な要因が考えられることから、「第 5回男女の生活と意識に関
する調査」ではわが国における新たな取り組みの方向性を探る目的で本研究を実施しております。

質問の内容を以下に夕1挙 しました。

(1)日 常生活や考え方について
(2)性の意識や知識について
(3)対象者自身の性行動について
(4)初めてのセックス (性交渉)について
(5)現在の避妊の状況について
(6)低用量ビルについて
(7)子宮頸がん予防ワクチンについて
(8)人工妊娠中絶について

査は、層化二段無作為抽出法という方法で行われました
「第 5回男女の生活と意識に関する調査」を行うにあたっては、個人のプライバシーに |‐分留

意しつつ、層化二段無作為抽出法というplHl査手法を用い、 14成 22年 9月 1日 現在満 16～ 49歳の

男女個人 3,000人 を対象として行われました。調査は平成 22年 9月 11日 (上)～ 9月 28日 (火 )
に実施。その結果、長期不在、転居、住居不明によって調査票を手渡すことができなかつたもの

を除く2,693人のうち有効回答数は 1,540人 (男性 671名 、女性 869名 )、 57.2%で した。回答者
の平均年齢は男性 33.8歳、女性 34.5歳。

層化二段無作為抽出法とは、まず、①全国の市区町村を都道府県を単位として 11地区に分類し、
さらに、②各地区においては、都市規模によつて大都市、人 I110万人以上の都市、人口 10万人
未満の都市、町村いう4層に層化しています。その Lで、 区・都市規模別各層における推計母集
団数の大きさにより、それぞれ 3,000の標本数を比例配分し、各 pl・l査地点の標本数が 13～ 23にな
るように調査地点数を決めてい

ます。次に、抽出の 1段階 日と
して、各層内で国勢調査区より

割 り当てられた地点数を無作為

に抽出し、 2段階日として各地
点を管轄する自治体の役場で住

民基本台帳から対象者個人を抽

出 しました。調査は、14成 22年
9月 11日 (「l)か ら9月 28日 (火 )

の期間、抽出された対象者宅に

調査員が訪問 し、調査票を手渡

し、その後回収に伺 うとい う方

法 (調査員による訪問留訪間回

収法)が とられました。 回答者の年齢 総数34.2歳 男性33.8歳 女性34.5歳
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以 下、今1可の調査で、興味ある結果を得た、いくつかの話題に絞つてご紹介しましょう。

に関わる情報は中学卒業までに知っておきたし
性に関する事柄を 16項 目あげ、それぞれについて 一般的には何歳くらいの時に知るべきだと思

うかを聞いてみました。国民の大半はこれら 16項目については 15歳まで、すなわち義務教育終

了までには知るべきと考えています。特に、“コンドームの使い方"を中学 3年 4Lに教えることは
不適切であると烙印を押されかねませんが、15歳までに知1るべきと回答した国民の割合は、第 1

「J日 (02年)62.8%、 第 2回 日 (04年)61.8%、 第 3巨l日 (06年 )68.7%、 第4「|(08年 )68.5%、
第 5回 (10年1)67.2%と 6割を超えています。
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ックスレス化がさらに進行。婚姻関係にある人では 40。 8
日本性科学会は 1994年にセックスレスについて、「特殊な事情が認められないにもかかわらず
カップルの合意した性交あるいはセクシュアル・コンタクト (ペ ッティング、オーラルセック
ス、裸での同会など)が lヶ 月以上なく、その後も長期にわたることが予想される場合」と定義
しています。

本調査では、これまでにセックスをしたことがある者 (1,301人)に、この lヶ 月間のセック
ス回数を聞いたところ、「1回」15.1%、 「2回」11.1%、 「3回」8.2%、 「4回」6.9%、 「5回以上」
8.7%と なっています。一方、「この lヶ 月間は、セックス (性交渉)を しなかった」は 45.3%と
いう結果でした。

婚姻関係にある回答者 (初婚 。再婚)でも 40.8%が該当しており、年齢階級別には婚姻関係に
ある40歳以上では 5割近くとさらに高率となっています。
2001年に朝日新聞社がインターネットで調査した「夫婦 1000人に聞く」でのセックスレス割
合は 28.0%、 「男女の生活と意識に関する調査」2004年、2006年、2008年がそれぞれ 31.9%、
34.6%、 36.5%と いうことから婚姻関係にあるカップルのセックスレス化が一段と進行しているこ

とが窺えます。
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婚姻関係にある人がセックスに対して積極的になれない理由を尋ねると、「出産後何となく」が

第一位で 20.9%(男性 18.9%、 女性 22.1%)、 次いで「面倒くさい」20.9%(男性 10.7%、 女性 26.9%)、
「仕事で疲れている」16.1%(男 性 19,7%、 女性 13.9%)な どとなっています。

婚姻関係にある人がセツクスに対して積極的になれない理由
(北村邦夫 :「第5回男女の生活と意臓に関する調査」2010)
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年男性の「草食化」は事実か?
2010年は男性の卓食化が話題になり
ける結果となつていますじ

セ ックス (性交渉)をすることに、
けでなく女性で ()、 その害1合が高いこ

ましたが、2008イ 11と 2010年とを比較すると、それを裏付

関心がないと嫌悪 しているを加えた害1合をみると、男性だ

とがわかりますc

セツクス (性交渉 )をすることに、「関心がない+嫌悪して
いる」割合の推萩 %)

(北村邦夫 :「男女の生活と意識に関する調査」2008、 2010)
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わが国の女性の人工妊娠中絶経験者は 15.5%、 その うち反復中絶者
は 35, 6%。
これ までに人 I ilIT娠中絶の手術を受 |すたことが 「あるJと いう女性は 155%.女性だ |すに絞 り
込むと、本IJ‖査からは 16～ 19歳では人 li妊娠中絶の手術の経験者はなく、20～ 24歳で 7.0%、 25
～29歳で 1.1.イ 1%、 30～ 311は 111)(/))、 35～ 39歳 (16.0(/))、 10～ 1=111(21.2(/))、 15歳以 ll(22.8(イ ))
とli:1答 していま―)~, さらに、||1絶グ)リ ヒーターは女性の 35.6%と 1曹i率 となつています

また、過去 1年 |11に 人 l ilxT娠中絶 手術を受けたことがある女性は全体で 13%と なつていました ,

これまでに人 I:妊娠中絶 手術を受けたことがある″円:(135人 )に、1士初の人 1l1/T娠中絶手術
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(H.9%)、 「|′ 1分の仕 '1「・学業を中1析 したくないJ(71(/))と 続いています.5歳 階級別にみる
と、「相 手と結女|ヽ していないので産めないJが 1)つ と1)多かったのが 15～ 19歳 で 32.1%、 次いで
35～ 39歳の 308%c「経済
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最初の人工妊娠中絶を受けることを決めたときの気持ち :「胎児に対して

申し訳ない気持ち」「自分を責める気持ち」が大半。
これまでに人工妊娠中絶手術を受けたことがある女性 (135人 )に、最初の人工妊娠中絶手術
を受けることを決めたときの気持ちを聞いたところ、「胎児に対して申し訳ない気持ち」が 54.8%

で最も多く、次いで「自分の人生において必要な選択であるJ13.3%、「自分を責める気持ちJ(12.6%)
などの順になつています。男性については、「胎児に対して申し訳ない気持ち」が 31.0%と 1)つ と

も多いとはいえ、女性の方が約 13.8ポイント近く多くなっています。

22

人生において必要な選択である
■手術への不安

口これで解放されると思つた

1相 手に対して申し訳ない気持ち

■この中にはない

最初の人工妊娠中絶を受けた時の気持ち (女性 )
(北村邦夫 :「第5回男女の生活と意識に関する調査」、2010)
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口胎児に対して申し訳ない気持ち

自分を責める気持ち

相手に対する怒り

自分の親に対して申し訳な気持ち

多くの女性がしてるからかまわない

覚えていない

人工妊娠中絶を繰り返す女性は、「婚姻関係にある」「子どもがいる」は

言うまでもありませんが、生活習慣なども深く関与
人工妊娠中絶を繰 り返す女性の特徴を、各設間とのクロス集計から探ってみました。統計的に

有意な差が認められるものを以下列挙します。数値は%で、順に 「中絶経験なしJ「 中絶経験 1回
のみJ「反復中絶経験あり」

1.「中rFノ [1の頃の家庭」 楽 しくなかった (23.4%,34.9%,40.4%)
2.「両親の離婚経験」 はい (12.7%,14.0%,25.5%)
3.「 自傷行為 (リ ス トカットなど)の経験」 ある (4.8%,14.9%,29.8%)
4。 「中学生がセ ックスすることについての考え」 学校の授業 (.42.0%,34.5%,25.0%)
5。
「低用量経日避妊薬 (ビル)の認知度」 よく知1つ ている(10.7%,23.0%,31.3%)

6。 「初めての異性 とのセックスJ 重大だと感 じていた (75.8%,69.8%,54.2%)
7.「初めてセ ックスした相手との知 り合い方」 町で声をかけられたりして知 り合った (2.4%,
6.9%,  16.7%)

8.「初めてのセ ックスの時に避妊 したか」 避妊 しなかった (18.7%,23.0%,37.5%)
9。 「人工妊娠中絶についての考え方」 認める (70.2%,80.`1%,85.4%)
10.「結婚 したい気持ちがあるか」 いいえ(22.4%,30.4%,77.8%)
11.「子どもの有無」 いる(52.5%,87.2%,89.6%)
12.「学歴J 大学卒業 。大学院卒業 (19.6%, 10.6%,6.3%)
13.「喫煙習慣」 習慣的に吸つている(13.0%,26.7%,54.2%)
14.「 ^週間の飲酒瞳J 一合以上 (18.8%,25.9%,41.7%)
15。 「婚姻関係」 ある(52.9%,72.4%,81.3%)

5



この一年間の避妊、

している」は 56.
ルは 3. 4°/0。

「いつも避妊している」
9%。 避妊法は85,

「避妊したり、しなかったり

5%が コンドーム、低用量ピ

これ までにセ ックス (性交渉)を したことのある男女 (1,301人 )に、この 1年 |lliの避妊の状
況を聞いたところ、「いつも避妊 しているJと 答えたのは 37.8%、 「避妊をしたり、しなかつたり
しているJ者は 19.1%、 「避妊はしない」という者は 17.8%で したcこ のうち、「いつも避妊して
いるJと 「避妊 したり、しなかつたりしているJと 回答 した者 (7,10人)に、 主1な避妊方法を聞
くと、男性用コン ドーム (85.5%)、 腟外射精 (性交中絶)15。 9%、 「経日避妊薬 (ビル・飲む避妊

薬)J3.4%、 「オギノ式」 (3.2%)、 「基礎体温法J(1.4%)、 「不妊手術 (女性 )」 1.2%、 「 F宮内避妊

具 (111D/1し S)」 0.9%な どの順でしたc

毎「1新聞社人「l問題調査会が行つてきた 「全1可家族計画世論調査Jは既婚女性を対象としてい
ますので、本調査 t)既婚 (紗」婚 。既婚)女性に限ってまとめました (以 ド表)c

わが国既婚女性の避妊法の選択 (1952年 ～2010年 )
現在実行 している人を対象に 現在 と前 に実行 し

ている人 を対象に

男性用コン ドーム

女性用 コン ドーム

性交中絶 /月窒外射精

オギノ式定朗禁欲法

女性不

'I手

イホi

基礎体温法

子宮内避

'I具

(1')

洗浄法

ヒリレ

男性不妊手lll

避II薬 (錠剤/ゼ リー
/フィルム)

ベッサリー

ゼリー、 フィリレム

錠斉J

スポンジ

無回答

その他 (無回答)

不

'I手

術

緊急避妊法の認知度一段と高まる
「あなたは、『緊急避妊法』『モーニングアフ

ターヒル』『性交後避妊』のいずれかの ::葉 を聞
いたことがありますか」の||llい に外「して、30.0%

(男
′
VL 23.1%、 女性 35.3%)が 「1昔|いたことがあ

る」と同答しています。『ノルレボ錠』という緊

急避妊ビルについては、12り 124日 に薬 .|「分科
会で承認されたばかりであり、従来から|1本に

は公に認められた方法がなかったにもかかわら

ず、この認知度の高さに驚かされます。しか ()、

年々 11昇 している様 了・がうかがえます。「聞いた

ことがあるJ女′性のうち6.5%が利用したことが
あると|口 1答 しており、その数を試算すると60万

人を超えています。

モーニングアフタービル、性交後避妊、緊急避妊

法の言葉聞いたことあるか

(北村邦夫:厚生労働科学研究「男女の生活と意■に関する口査2004,2006.
2008、 2010」から)

第5回(20,0年 ) 第4回(2008年 )第 3回 (2006年 )

353  285 264 302  243 20

625  674 692 659 722 76

22  41  43 39  35 3



子宮頸がん予防ワクチン、女性の 71.3%が接種したし
2009年 12月 から接種が始まった子官頸ガン予防ワクチン。国民の関心が極めて高いことがわ
か ります。
「あなたは子官頸がんを予防するワクチンについて知っているか」の問いに、62.7%(男性 42.5%、

女性 78.4%)が 「知っている」と口1答 し、「接種 したいJあ るいは「接種 して欲 しい」は 71.6%(男
性 72.0%、 女性 71.3%)と 極めて高率でした。

あなたは「子宮頸がんを予防するワクチン」を接種したいか(男性
の場合、あなたの相手に接種して欲しいか)

(北村邦夫 :「第5回男女の生活と意識に関する調査」2010)

「18歳くらいの頃までに、両親や同居していた方から虐待を受けたこ
とがある」が全体の5.0%(男 性 2.2%、 女性 7.1%)
「18歳 くらいの頃までに、両親や同居していた方から虐待を受けたことがある」と回答した
方が全体の 5.0%(男性 2.2%、 女性 7.1%)に _Lる ことが明らかにされました。「ある」と回答した
方に、その内容を尋ねますと、
「′心理的な虐待 (子 ど1)の心を傷つけるようなことを繰 り返し言うなど)」 が最 ()多く66.2%(男

性 53.3%、 女性 69.4%)、 次いで 「身体的な虐待 (殴 る、蹴る、熱湯をかける、たばこの火を押し
つけるなど)54.5%(男性 80.0%、 女性 48.4%)、 「養育の放棄 (ネ グレクト、食事を与えない、長
時間放置するなど)」 15.6%(男 性 13.3%、 女性 16.1%)、 「性的な虐待 (性的な行為の強要、性器や

性交を見せるなど)」 11.7%(男性 0%、 女性 14.5%)と なっています。

本調査結果に対するお問い合わせ先は、 (社)日 本家族計画協会家族計画研究センター
の杉村由香理 (sugimura@jfpao or.jp)あ るいは北村邦夫 (kitamura@jfpa.or.jp)

日蔓言舌03-3235-2694、  fax  03-3269-6294
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第 5回 男女の生活と意識に関する調査

○この調査票に回答された内容については、統計として取りまとめるだけで、皆様の個人的な内容が明

らかにされることはいつさいありません。お答えになりにくい質問もあるかと思いますが、純粋に医

学的見地からの質問となつておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

○どうしても、答えにくい質問があれば、その部分は無回答でも結構です。次の質問に進んでください。

平成 22年 9月

厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業

「望まない妊娠防止対策に関する総合的研究」

主任研究者 順天堂大学医学部産科婦人科学講座教授  竹 田  省
分担研究者  (社)日 本家族計画協会

家族計画研究センター所長 北村 邦夫

【調査実施機関】 社団法人 新 情 報 セ ン タ ー
東京都渋谷区恵比寿 1-13-6

(お問い合わせ) 月～金 (祝日除く)9～ 17時 (昼休み除く)
フリータ
゛
イヤル  0 1 20--78--523 1
担当 :阪 口、飯 田

ホームヘ―゚シ
゛
アト
゛
レス :http://―.sjc.Or.jp/

調査員氏名

〔ご記入に際してのお願い〕

1)こ の調査は、調査をお願いしたご本人様にご回答をお願いいたします。
2)お答えは、あてはまる番号を○印で囲んでいただくか、数字をご記入ください。
3)お答えは原則的に 1つの質問につき 1つ選んでいただきます。ただし質問によつては、 2つ以上
の回答を選んでいただく場合もあります。質問文末に (〇は 2つまで)な ど、選んでいただく

回答の数が示してありますので、これに従つてください。

4)ご記入は、質問の番号や矢印 (→)の指示にそってお願いします。一部の方だけにお答えいただ
く質問もありますので、その場合は、【   】内の指示に従つてお答えください。
5)ご記入は鉛筆または黒・青のペン、ボールペンでお願いします。なお、記入上おわかりにならな
い点などがありましたら、お伺いした調査員にお尋ねいただくか、調査の実施機関である下記の

(社)新情報センターにお問い合わせください。

〔回収日時〕

9月   日   時頃に回収にお伺いします。それまでにご記入いただき、回収用封筒に
密封してお渡しいただきますよう、お願い申し上げます。

-1-



③

なたのこれまでの日常生活や考え1方:=|つ―いてお伺tヽします。

問 1 あなたは 10歳 くらいの頃まで、地域の中で、友だちや他の年代の人たちと関わる機会が多くありまし

たか。(Oは 1つ )

⑦
1

2

よく関わつた

時々、関わつた

３

　

４

ほとんど関わりはなかつた

まったく関わりはなかつた

問 2 あなたが生活する上で、あなたの行動や考え方について、最も影響を受けたのは何ですか。(Oは 1つ )

1 親                 7 友人・先輩

2 祖父母               8 マスコミ (新聞、テレビ、雑誌など)

3 きょうだい             9 インターネット

4 それ以外の親族          10 宗教

5 近隣の人  々           11 この中にはない

6 学校

問 3 あなたが中学生の頃までのことを、お聞きします。
(1)あ なたは中学生の頃、家庭に対してどう感 じていましたか。(Oは 1つ )

1 楽しかつた

2 まあ楽しかった
3 あまり楽 しくなかった
4楽 しくなかつた

(2)あなたは、普段、親と話をしていましたか。 (0は 1つ )

1

2

よく話をした

時々、話をした

３

　

４

ほとんど話をしなかった

まつたく話をしなかつた

問 4 あなたは両親をどのように思つていますか。母親と父親について、それぞれ最も近いものを選んでく
ださい。(Oはそれぞれ 1つずつ)

産んでくれて、育ててくれて、

嫌い、うつとうしい

何とも思つていない

この中にはない

(1)母親に対して
:I:
12:

13 :

:4:

感謝 している

てし対こ親

…
…
…
…
…
…
・

父

一
　

　

　

　

　

一

一
１

２

３

４

一

２

問 5 あなたは、自分自身の「両親の離婚」を経験したことがありますか。

1  1ま い 2 いいえ

問 6 あなたは、これまでに自傷行為 (自分で自分の体を傷つける、たとえばカミソリで手首に傷をつける
など)を したことがありますか。 (○は 1つ )

1

2

何回もある

1度だけある

３

　

４

したことはないが、しようと思つたことはある

したことはない、しようと思つたこともない

⑨

⑩

①

⑫

⑬

⑭

-2-



1

2

ない

一ある

間 8へお進みください

問 7 あなたは、18歳 くらいの頃までに、両親や同居していた方から虐待を受けたことがありますか。

【「2

⑮

問 7-1

ある」と答えた方にお聞きします。】

あなたが受けた虐待は以下のどの項目に当てはまりますか。(○はいくつでも)

1 身体的な虐待 (殴る、蹴る、熱湯をかける、たばこの火を押しつけるなど)

2 性的な虐待 (性的な行為の強要、性器や性交を見せるなど)
3 養育の放棄 (ネグレクト)(食事を与えない、長時間放置するなど)
4 心理的な虐待 (子 どもの心を傷つけるようなことをくり返し言うなど)

問8 性に関する事柄について、あなたは一般的に、何歳くらいの時に知るべきだと思いますか。 a～ pの

それぞれについてお答えください。(0はそれぞれ1つずつ)

個
人
に
よ

っ
て

異
な
る

‐９
歳
以
上

‐６
～

‐８
歳

‐３
～

‐５
歳

‐０
～

‐２
歳

６
～
９
歳

３
～
５
歳

知
る
必
要
は
な
い

ａ

　

　

ｂ

男女の心と身体の違い

二次性徴 (発毛 。声変わり・乳房のふくらみ)、 月経、

射精などの身体のしくみ            
……

受精、妊娠、出産、誕生のしくみ ………………………

セックス (性交渉)

避妊法 ……………………………………………………………

人工妊娠中絶 ………………………………………………

エイズとその予防

エイズ以外の性感染症とその予防 ………………̈………………

コンドームの使い方 …………………………………………………

多様な性のあり方 (同性愛、性的指向、性同一性障害等)…

性的被害 (レイプや性暴力など)の対処法 .…………………

男女間の平等や助け合い ¨

1… 2…… 3… ・ 4…  5…  6…  7…… 8

1… ..2.....¨・3…....4… .。..5… ..。.6… .7…. 8

1… 2…・3… ・4…… 5…… 6…… 7…・ 8

1…・ 2…… 3…・ 4…… 5…  6…  7…… 8

1…・ 2…… 3…・ 4…・ 5…… 6…… 7…・ 8

1-・.2…… 3・・・… 4・・・・・・・・5・・・・・・・・6…・・・・・7・・ 8

1…・・・2・ .・・・・・3…… 4・・… 5…  6…  7…… 8

1…・・2…。・ 3…・・・・4…・5…・ 6…  7…・・・ 8

1…… 2…… 3…  4…・・5…… 6…  7…  8

1-・ 2…… 3-・ 4… ・5…… 6…  7…  8

1… 2…・3…  4-… 5…… 6…… 7…・ 8

1…・ 2…  3…・ 4… ・5…  6…  7…… 8

1…‐2…… 3…‐ 4…… 5…  6…  7…… 8

1… 2…… 3…… 4…… 5…・・・̈ 6…・̈。・7…・ 8

1……2…… 3…。・。・・4・・… 5…… 6…… 7- 8

1……2…… 3…  4…… 5…… 6… 7  8

C

d

e

f

g

h

1

J

k

l

m 結婚 …

n 離婚 ……………………………………………………………

o 人と人とのコミュニケーション (関わり方)………………

p 性に関する倫理や道徳 …………………………………………

⑩

⑭

⑬

⑩

⑩

④

⑫

④

②

⑮

④

②

④

④

⑩

⑪

⑫

-3-



⑬

⑫

⑮

なたの性の意識や知識についてお伺いします。

問 9 あなたは、中学生がセ ックス (性交渉)をすることについてどう思いますか。 (0は 1つ )

1 セックス (性交渉)は、妊娠や性感染症について、自分で責任のとれる年齢や立場に

なつてからするべきだ

2 妊娠や病気が学業に与えるその後の影響を考えると、しないほうがよい
3 時代の流れであるので仕方がない
4 セックス (性交渉)をするかしないかは、中学生であっても個人の自由である

問 10 現在、あなたはセックス (性交渉)をすることに、関心がありますか。 (Oは 1つ )

問 H 現在、あなたは実際に異性と関わることを面倒だと感じますか。(Oは 1つ )

1 とても面倒である
2 少し面倒である
3 あまり面倒ではない

4 まったく面倒ではない
5 異性とかかわることを嫌悪している

問 12 以前に、あなたは避妊方法について、主にどこから知 りましたか。 (Oは 1つ )

1 教師・学校の授業             6 友だち

2 医師、助産師、保健師などの保健医療者   7 マスコミ (新聞、テレビ、雑誌など)
3 親                    8 インターネット

4 きょうだい                9 意識せず、自然に身についた

5 親以外の大人              10 学んだことはない

問 13 次の避妊法のうち、あなたが現時点でもつとも適切と判断するのはどれですか。(Oは 1つ )

1 コン ドーム                6 腟外射精法 (精液を外に出すこと)

2 経口避妊薬 (ピル :飲む避妊薬)      7 ペ ッサリー

3 フィルム状避妊薬             8 緊急避妊法

4 オギノ式避妊法 (月 経からの日数計測)   9 1UD/1US(避 妊 リング)

5 基礎体温法 (基礎体温をはかる)     10 この中にはない

問 14 どうすればコンドームの利用が増えると思いますか。 (Oは 1つ )

1 値段を安くする

2 いろいろな場所で入手できる
3 使いやすい商品を開発する
4 コン ドームの有効性 (性感染症の予防効果など)を周知する
5 その他 (具体的に :

問 15 あなたは低用量ピル (経 口避妊薬)を知っていますか。 (Oは 1つ )

1

2

よく知っている

ある程度知っている

3

4

あまり知 らない

まつたく知らない

⑩

○

⑬

1

2

3

とても関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

４

　

５

まったく関心がない

嫌悪 している

⑩
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問 16 あなたは、「緊急避妊法」「モーニングアフターピル」「性交後避妊」のいずれかの言葉を聞いたこと

がありますか。(Oは 1つ )

1 聞いたことがある         :2 聞いたことがない■―→ 問 18へお進み ください

↓

【間 16で 「 1」 と答えた方にお聞きします。】

問 17 上記のいずれかの言葉に該当する方法を利用したことがありますか。いくつかの方法を利用したこと

のある方は、合計の回数をお答えください。(Oは 1つ )

1 1回だけある
2 2回 ある

3 3回以上ある
4 利用したことはない

5 わからない

なた自身の性行動にういてお1聞きしま
問 18 あなたは、これまでに異性とセックス (性交渉)を したことがありますか。 (Oは 1つ )

⑩

④

9ページの間 33へお進み ください

【問 19～間 21は、間

問 19 この 1年間で、

18で「 1 ある」と答えた方にお聞きします。】
何人の異性とセックス (性交渉)を しましたか。 (○は 1つ )

1 1人
2 2人
3 3人
4 4人

5 5～ 9人
6 10～ 19人

7 20～ 49人

8 50～ 99人

9 100人以上

10 この 1年間は、セ ックス

(性交渉)を しなかった

問 20 現在、あなたには決まった交際相手 (配偶者含む)以外に、セックス (性交渉)する関係のある異性
がいますか。 (○は 1つ )

1

2

3

1人

2人

3人

4

5

6

4人

5～ 9人

10人以上

7 そのような人はいない

問 21 あなたの、この lヶ 月間の、異性とのセックス (性交渉)の回数はどれくらいですか。 (○は 1つ )

【間 21で 「9Jと 答えた方にお聞きします。】

問22 セックスに対して積極的になれない理由のうち、もつともあなたの意見に近いものを選んでください。

(Oは 1つ )

1 相手がいない              7 セックスに際して痛みがある

2 相手の一方的なセックスに不満がある   8 セ ックスより趣味など楽 しいことがある
3 家が狭い                9 妊娠することへの不安が強い

4 家族 (肉親)の ように思えるから    10 勃起障害 (ED)に対する不安がある
5 仕事で疲れている           11 面倒くさい

6 出産後何 となく             12 その他 (具体的に :

〇

⑭

①

⑩

-5-



あなたの初めてのセックス (性交渉)について、お聞きします。
問 23 あなたが、最初に異性 とセックス (性交渉)を したのは何歳の時ですか。

⑦ O
□ 歳の時

⑩

問 24 あなたは、最初の異性とセックス (性交渉)をする前に、「初めてのセックス (初体験)」 というもの
を、どのように考えていましたか。 (○は 1つ )

1

2

かなり重大なことだと感 じていた

やや重大なことだと感 じていた

３

　

４

やや軽く考えていた

かなり軽く考えていた

問 25 初めてセックス (性交渉)を した異性の相手 (配偶者を含む)と はどのようにして知り合いましたか。

(Oは 1つ )

1 もともと幼なじみであり、その人に好意を持つようになつた
2 友人や先輩から紹介されて知り合つた
3 塾、ゼミ、クラブ、サークル、ボランティア活動などで知り合った
4 職場やアルバイ ト先で、知り合った
5 携帯電話やパソコンメールを通して、知り合った
6 町で声をかけられたりして知り合つた
7 お見合いによつて知り合つた
8 この中にはない

問 26 異性と初めてのセックス (性交渉)をするきつかけは、どのようなことでしたか。もつとも当てはま

るものを選んでください。(Oは 1つ )

愛 していたから

遊びや好奇心から

酒を飲んだ勢いで

相手をつなぎ止めておきたくて

無理や り迫られて

6 友人に遅れたくなくて
7 お金が欲 しくて
8 ただなんとなく
9 さび しくて
10 この中にはない

問 27 あなたは、異性 と初めてセ ックス (性交渉)した後どんな気持ちでしたか。もつとも当てはまるもの

を選んでください。 (Oは 1つ )

1

2

3

うれしかつた

肩の荷がおりた感じがした

何とも感 じなかつた

４

　

５

　

６

期待はずれで少 し落胆 した

むなしかった、後悔した

この中にはない

問 28 異性 と初めてセ ックス (性交渉)した相手と、出会ってからセックス (性交渉)す るまで、どのくら
いの間、交際していましたか。 (0は 1つ )

1

2

3

4

1日 (出会ったその日)

1週間未満

1か月未満

3か月未満

5

6

7

8

6か月未満

1年未満

3年未満

3年以上

⑩

①

⑫

〇
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問 29 異性と初めてのセックス (性交渉)の時に、避妊をしましたか。(Oは 1つ )

【間 29で「 1 避妊した」と答えた方にお聞きします。】
問 29-1 そのときに使つた避妊法は以下のうちどれでしたか。 (○は 1つ )

1 コンドーム               5 腟外射精法 (精液を外に出すこと)

2 経口避妊薬 (ピル :飲む避妊薬)     6 洗浄法
3 オギノ式避妊法 (月 経からの日数計測)  7 この中にはない
4 基礎体温法 (基礎体温をはかる)

【間29で「2 避妊しなかった」と答えた方にお聞きします。】
問29-2 なぜ避妊しなかったのですか。(Oは 1つ )

1 避妊についてよく知らなかった       6 子どもが欲しかつた

2 自分の方から避妊を言い出せなかつた    7 妊娠 しないと思つた
3 「避妊 しよう」と言つたが相手に断 られた  8 面倒だつた
4 避妊具がなかった             9 完璧な避妊はないと思つたから

5 子 どもができてもかまわなかった     10 その他 (具体的に

のあなたの避妊の状
‐
況について、お聞きします。

問 30 あなたは避妊することや、その方法について、セックスする相手とよく相談して決めていますか。
(Oは 1つ )

1 よく相談している          3 まったく相談していない

2 あまり相談していない

問 31 この 1年間で、あなたは避妊 していますか。 (既に、子宮内避妊具を使用 している方や不妊手術を受
けている方は、「1 いつも避妊 している」を選んでください。)(Oは 1つ )

次ページの間 32へお進み ください

している

【間 31で「2」 または「3」 と答えた方にお聞きします。】

問 311 避妊をせずに異性と性交渉を行った場合、妊娠する場合があります。
するかもしれない」と心配することがありますか。 (○は 1つ )

あなたは 「もしかしたら妊娠

⑦

①

⑩

〇

〇

⑩

1

2

とても心配することがある

すこし心配することがある

３

　

４

あまり心配することはない

まったく心配することはない

-7-



⑩

問 312 あなたが、異性 とのセ ックスで避妊をしていないことがあるのはなぜですか。もつとも大きな理由
を 1つお答えください。 (Oは 1つ )

1 避妊についてよく知らない        6 子 どもが欲 しい

2 自分の方から避妊を言い出せない     7 妊娠 しないと思 う
3 「避妊 しよう」と言つたが相手に断られる 8 面倒だ
4 避妊具がない              9 完壁な避妊はないから

5 子どもができてもかまわない      10 その他 (具体的に

【問 31で「1 いつも避妊している」または「2 避妊をしたり、しなかつたりしている」と答えた方にお
聞きします。問 31で「3 避妊はしない」と答えた方は間 33にお進みください。】

問 32 あなたの、現在の主な避妊方法はどれですか。(Oは 2つまで)

:I:|イ,IIII 2 オギノ式避妊法 (月 経からの日数計測 )
3 基礎体温法 (基礎体温をはかる)
4 腟外射精法 (精液を外に出すこと)
5 洗浄法
6 殺精子剤 (錠剤、ゼリー、フィルム)
7 子宮内避妊具 (IUD/1US、 リング)
8 経口避妊薬 (ピル :飲む避妊薬)
9 不妊手術 (男性 )
10 不妊手術 (女性 )

「 1」 に ()が

ない方は、

間 33へお進
みください

【問32-1か ら問32-3の質問は、間 32 で「1 コンドーム」と答えた方にお聞きします。】
問 32-1 あなたは、決まった交際相手 (配偶者含む)と のセックス (性交渉)では、コンドームを毎回使用
していますか。(Oは 1つ )

1 必ず使用している

2 時々使用している
3 ほとんど使用 していない
4 配偶者あるいは決まった交際相手はいない

問 322 あなたは、決まった交際相手 (配偶者を含む)以外とのセックス (性交渉)では、コンドームを
毎回使用していますか。 (Oは 1つ )

1 必ず使用している

2 時々使用している
3 ほとんど使用していない
4 決まった交際相手 (配偶者を含む)以外とのセックス (性交渉)はない

問 323 コン ドームを使つている最も大きな理由は何ですか。 (Oは 1つ )

1 性感染症予防のため           6 どこでも手に入 りやすい

2 確実な避妊方法だと思 う         7 安心できるから

3 相手が使つている            8 よく使われているから

4 コン ドーム以外の避妊方法を知らない   9 なんとなく
5 値段が安い              10 この中にはない

〇

⑫

〇

〇
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①

低用量ピル について|お聞きtます:
間 33 低用量ピル (経 口避妊薬)は、ホルモン含有量を抑えた、女性が飲む錠剤の避妊薬ですが、あなた

自身は低用量ピルを使いたい、または相手に使ってほしいと思いますか。 (Oは 1つ )

【間 33で「lJまたは「2」 と答えた方に、お聞きします。】

問 33-1低用量ピルを「使つている」または

「ぜひ使いたい」と思う最も大きな理由は何です

か。 (0は 1つ )

1 避妊効果が高い

2 手軽に使える
3 低用量だから副作用が少ない
4 女性自身の意思で使うことが出来る
5 セックス (性交渉)の際に避妊を意識しな
いですむ

6 人工妊娠中絶をしないですむ
7 多くの国で使われている実績がある
8 月経痛の緩和や貧血の予防などの副効用が
ある

9 この中にはない

問 33-2 低用量ピルを「使っている」または「ぜひ使い

たい」という目的は何ですか。 (Oは 1つ )

1 避妊が目的である

2 副効用を得ることが目的である
3 避妊と副効用の両方が目的である

【問 33で「1すでに使つている」と答えた方に、お聞き
します。「2ぜひ使いたい」と答えた人は間 34へお進み
ください】

問 33-3 低用量ピルを「使つている」満足度はどの程度

ですか。 (○は 1つ )

1 満足している     3 やや不満である
2 まあ満足している   4 不満である

〇

〇

1 すでに使つている                13 将来は使いたい (使つてほしい)

2 現在は使っていないが、ぜひ使いたい      
「

J  が、今の状況では使えない
(使つてほしい)                 I L4 使いたくない (使つてほしくない)

【間 33で「3Jまたは「4Jと答えた方に、お聞

きします。】

問 334 低用量ピルを、「使えない」または
「使いたくない」ことの最も大きな理

由は何ですか。 (Oは 1つ )

1 冨1作用が′心配
2 情報が入手できない

3 相談する場所がない
4 毎日飲まなければならないのは面倒
5 女性だけに負担がかかる
6 すでに使つている避妊法で十分
7 性感染症やエイズを予防できない

8 費用がかかりすぎる
9 配偶者またはパー トナーが反対している
10 親が反対している

11 もらう前に医師の検査・診察を受けるのが

面倒

12 年齢が高いので使えない

13 病気があるため使えない

14 ここにはない

◎⑩
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問
　
　
〇

　

　

問

宮頸がん予防ワクチン についてお―聞きします。
34 あなたは 「子宮頸がんを予防するワクチン」を知っていますか。 (0は 1つ )

1 知っている 2 知らない

35 あなたは「子宮頸がんを予防するワクチン」を接種したいですか (あなたが男性の場合、あなたの

相手に接種して欲しいですか)。 (Oは 1つ )

妊娠中絶 についてお聞きします。
問 36 あなたは、人工妊娠中絶についてどう思いますか。あなたの考えに一番近いものを選んでください。

37 あなた (あるいはあなたの相手)は、これまでに、人工妊娠中絶の手術を受けたことがありますか。
1から 7ま での番号に○を 1つつけてください。また、 1か 2に○をつけた人は、その時のあなたの

年齢を記入 してください。 (Oは 1つ、 1または 2に Oの場合は年齢も記入 )

1

2

1回・・ 。( :  )歳 の時 6 -度 もない

7 わからない
Flヘ

2回・・ 。(  1  )歳の時
3 3回

4 4回

5 5回 (以上 )

↓

⑫

〇

　

　

問

⑭

④ ⑩

O④

④

【Fn5 37

問 37-1

で「 1」 ～「 5」 と答えた方にお聞きします。】

では、過去 1年間に人工妊娠中絶の手術を受けたことはありますか。 (○は 1つ )

1 1回     2 2回     3 3回     4 4回 以上   5 過去 1年間は一度もない

⑩

問 372 あなた (あるいは、あなたの相手)力 、`最初の人工妊娠中絶手術を受けることを決めた理由は、
何ですか。 (Oは 1つ )

1 相手と結婚 していないので、産めない    6 育児 していく自信がない
2 経済的な余裕がない            7 相手が特定できないから

3 これ以上、子どもは欲 しくない       8 相手との将来を描けないから

4 自分の身体が妊娠 。出産に耐えられない   9 相手のことが好きではないから
5 自分の仕事・学業を中断 したくない    10 この中にはない

1

2

3

非常に接種したい (して欲しい)

まあ接種したい (して欲しい)

どちらでもない

4

5

あまり接種したくない (して欲しくない)

まったく接種したくない (して欲しくない)

1 認める                     4 どちらともいえない

2 -定の条件を満たす場合は、やむをえない    5 この中にはない
3 認めない

-10-



問 373 あなた (あ るいはあなたの相手)
なたはどのような気持ちで したか。

が、最初の人工妊娠中絶手術を受けることを決定したとき、あ

(Oは 1つ )

1 自分の人生において必要な選択である      7 相手に対して申し訳ない気持ち
2 多くの女性が中絶しているから、かまわない   8 相手に対する怒り
3 これで解放されると思つた           9 自分の親に対して申し訳ない気持ち

4 手術への不安                10 この中にはない

5 自分を責める気持ち             11 覚えていない

6 胎児に対して申し訳ない気持ち

〇

後に:この調査を統計的に処理するために、あなたご自身のこ―とについてしヽくうかお聞|きしま|す

⑫

Fl あなたの性別 (0は 1つ )

1 男性 2 女性

O⑭

⑮

①⑫

F2 あなたの年齢は、満でおいくつですか。

□ □
歳

F3 あなたには、きょうだい 力ヽ らヽつしゃいますか。

【F3で「1 いる」
F31 あなたには、

と答えた方にお聞きします。】

異性のきょうだい 力れ らヽつしゃいますか。 (0は 1つだけ)

1 いる 2 いない

F4 あなたが中学生時代だったときの家族形態は、どれにあてはまりますか。 (0は 1つ )

1 -人暮らし             5 親以外の血縁 (祖父母、叔父、伯母など)と 同居
2 両親と同居             6 その他

3 -方の親と同居           7 わからない

4 親と親以外の血縁 (祖父母、叔父、
伯母など)と 同居

F5 現在、あなたは結婚 していらつしゃいますか。 (Oは 1つだけ)

1 未婚 4 離婚
5 死別

: 響[卜
F6ヘ

【F5で 「1 未婚」「4 離婚」「5 死別」と答えた方にお聞きします。】
F51 現在、あなたは結婚したいと思いますか。 (0は 1つ )

1 1まい 2 いいえ 3 わからない

F6 あなたには、お子さんがいらつしゃいますか。いる方は何人いるかご記入ください。

1い る (匡
ヨ
)人 :2 いない ■一一一一→ F7ヘ

1           :

次ページ F6-1ヘ

①

①

⑩

①

⑫

①⑫

― H―



【F6で 「1 いる」と答えた方にお聞きします。】
F61 -番 上のお子さんの年齢はおいくつですか。

① □ 歳①

F7

①

F8

①

F9

(結婚の有無に関わらず)現在、あなたはお子さんが欲しいですか。 (0は 1つ )

1 1ま い 2 いいえ 3 わからない

あなたの最終学歴を以下の項 目から選んでください。 (○は 1つ )

１

　

２

中学校卒

高等学校卒

3

4

専門学校卒

短期大学

大学卒業

大学院卒

あなたの主な職業は、どれにあてはまりますか。 (Oは 1つ )

①

⑪～①

①⑩

【Fllで

F ll-1  1

⑪

【F9で 「 1」 ～「3」 と答えた方にお聞きします。】

F10 あなたは 1週間に平均どれくらい働いていますか。(0は 1つ )

1

2

3

4

15時間未満

15～25時間未満

25～ 30時間未満

30～ 35時間未満

５

　

６

　

７

　

８

35～ 43時間未満

43～ 49時間未満

49～ 60時間未満

60時間以上

【Fll～ F12の 質問は 20歳以上の方にお聞きします。】

FH あなたは現在、タバコを習慣的に吸つていますか。(Oは 1つ )
(習慣的に吸つている人とは、「今までに合計 100本以上または 6ヶ 月以上吸っている人」のうち「最近 lヶ 月も

吸つている人」です。)

1 もともと吸わない (吸つたことがない)
2 吸つたことはある (吸つている)が習慣的ではない
3 過去に習慣的に吸つていた (現在は吸つていない)
4 習慣的に吸つている

F12ヘ

⑩

「4習慣的に吸つている」と答えた方にお聞きします。】
日の平均本数と喫煙年数を教えてください。

1日 の平均本数   : :   本 喫煙年数 □ 年

F12 あなたは 1週間の内、平均してどの程度お酒を飲みますか ?(換算表を使つてお答えください)

(Oは 1つ )
1 飲まない
2 1合未満
3 1～2合未満

4 2～ 3合未満

5 3合以上

日本酒一合 (180ml)換算表

ビール  中瓶 1本  約 500ml
焼酎 35度 80ml

l杯   60mlウィスキーダブル

ワイン  2杯

:ll」
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: 突札品焦負2ぶ :

: と焼酎 2杯 (1 60ml
: で 2含)飲めば、合計

240ml : 4含 になります。

ご協力いただき、本当にありがとうございました。

勤め人 (常勤) 4 学生
2 勤め人 (非常勤・パー トタイム・アルバイ トなど)5 主婦 (主夫)
3 自営業 (事業の経営者 。家業の手伝い 。内職など) 6 無職
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